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１.はじめに 

近年、土粒子以外の粒状物を混合した土が、都市域

では埋土や盛土などとして広く活用されている。また、

東日本大震災の津波堆積土も盛土材料として有効活用

されてきている。しかしながら、これら混合土の試験

方法は十分に確立されていない。すなわち、密度の異

なる粒状物混合土の試験方法は確立されていないのが

実態である。 

そこで本研究では、従来の試験方法である土粒子の

密度試験（JIS A 1202）や土の粒度試験（JIS A 1204）、

土の強熱減量試験（JIS A 1226）について、土粒子以外

の密度の異なる粒状物（特に木粒子等）を混合した土

を対象とした試験方法を整理した。 

 

２．試験方法と結果の整理 

今回の試験で使用した試料は、仙台市蒲生震災廃棄

物処理場より採取した津波堆積土の仙台 A、仙台 B（写

真-1）の 2 種類である。仙台 A は 20mm 篩下残渣で、

仙台Bはふるい選別機により選別された 100mm篩下残

渣である。 

 

写真-1 津波堆積土（仙台 A・仙台 B） 

 

試験は、土粒子の密度試験（JIS A 1202）や土の粒度

試験（JIS A 1204）、および土の強熱減量試験（JIS A 1226）

に準じて行った。また、土粒子の密度試験（JIS A 1202）

は粒径別の密度を測定し、土の粒度試験（JIS A 1204）

は通過質量百分率と通過体積百分率による粒径加積曲

線で示した。 

さらに土の強熱減量試験（JIS A 1226）では、写真-1

に示す試料の 2mm篩下残渣を用いて温度変化による強

熱減量変化を調査するために 300℃、400℃、500℃、

600℃、700℃の試験を行った。 

 

３．試験結果と考察 

3-1 土の強熱減量試験 

 図-1 は仙台 A、仙台 B、土砂混合くず¹⁾の強熱減量試

験結果を示している。これを見ると 300℃～500℃では

強熱減量変化が大きく、500℃～700℃では強熱減量変

化がほとんど見られなかった。また、2mm 以上の木粒

子を含む試料を 750℃で実施したところ、木粒子が発火

することがあった。このことも考慮して土粒子以外の

粒状物を混合した土では 500℃に設定するのが望まし

いと考える。 

 

図-1 強熱減量試験 

 

また、強熱減量Liについては仙台Aと仙台Bでは 2％

程度の差しかないが、写真-1、写真-2 を見ると大きな

違いがある。このような違いを表現するために、土の

粒度試験結果の整理方法に工夫が必要であると考えた。 

 

3-2 土の粒度試験 

図-2 は仙台 A の土粒子、木粒子、および土粒子と木

粒子の混合土の粒度分布を示し、さらに、それぞれの

粒径別密度分布を重ねて表している。仙台 A では、粒

径の大きな木粒子が少ないため質量百分率と体積百分

率がほぼ重なっている。 
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図-2 粒径加積曲線 

（仙台 A 通過質量・通過体積百分率） 

 

図-3 は仙台 B の土粒子、木粒子、および土粒子と木

粒子の混合土の粒度分布を示し、さらに、それぞれの

粒径別密度分布を重ねて表している。仙台 B は、特に

粒径の大きな木粒子が多いため質量百分率と体積百分

率に差が生じた。 

 

図-3 粒径加積曲線 

（仙台 B 通過質量・通過体積百分率） 

 

このことから、写真-1、写真-2 に示すように見た目

の違いを粒度試験により十分に表現するには、通過質

量百分率ではなく通過体積百分率が適切であると考え

た。 

図-4 粒径加積曲線（No,5 土粒子・木粒子） 

 

 

図-5 粒径加積曲線（No,6 土粒子・木粒子） 

 

さらに、仙台 A・仙台 B 以外に山元町の試験盛土で

用いた津波堆積土（20mm 篩下残渣）の粒度試験結果を

図-4、図-5 に示す。これによると、仙台 A、仙台 B と

同様に津波堆積土の土粒子と木粒子の粒度分布が明確

に違うことがわかった。このことから、通過体積百分

率で表現したほうが、目視による違いを表現できると

思われる。 

 

４．おわりに 

 本研究では、津波堆積土などの密度が異なる土粒子

以外の粒状物が混合した土の強熱減量と粒度分布につ

いて考察した。それぞれの主な成果を以下に記す。 

（1）土粒子以外の粒状物を混合した土における強熱減

量試験では、500℃で 3 時間燃焼させるのが望ましい。 

（2）粒径加積曲線を体積百分率にすることで、目視に

よる粒度の違いを表現できる。粒径の大きな木粒子が

多ければ、質量百分率と体積百分率の差が大きくなり、

少なければ質量百分率と体積百分率の差が大きくなる。 
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